
名古屋市鶴舞中央図書館 平成26年9月20日～平成26年11月30日展示 

*尾張繁栄飛廻り双六 (湯浅234)*  

郷土の画家“小田切春江(1810～1888）”の木版画。 

郷土史家湯浅四郎氏寄贈による湯浅コレクションの一点。 

*尾張ヨリ伊勢参宮巡双六･他（和798/357）*  

 江戸末期頃に摺刷に使われた版木を使い、郷土史家湯浅四郎氏が、二十種を一組として新たに

摺刷し、当館に寄贈されたもの。版木所蔵者は豊田氏、摺匠は加藤由太郎氏。 

「新板伊勢参宮巡双六（京より）」「新板尾張ヨリ伊勢参宮巡双六」 

「大新板尾張名所飛廻雙六」「新板江戸道中廻双六」「新板天神盡飛廻雙六」 

「新版義経壹代記廻双六」「新版賤嶽七本鎗飛廻双六」「新板女出世鏡飛廻雙六」 

「大新板化物飛廻双六」「新版妖怪飛巡雙六」「新板柵自来也談飛廻雙六」 

「大新板役者似顔盡飛廻雙六」「新板尾陽名所飛廻双六」「大新版假名手本忠臣蔵廻雙六」 

「新板以呂波譬飛廻雙六･上」「新板以呂波譬飛廻雙六･下」「新板大相撲土俵入飛廻双六」 

「新版繪本太領出世飛廻雙六」「新板箱根霊験躄仇討飛巡雙六」「泉岳寺及赤穂義士墓碑之図」

★          は展示資料 

*錦絵寿語録（798/269）*  

 明治期の双六の、印刷による復刻版。唐沢富太郎/解説、川畑耕二/出版。 

「生徒小學校教授雙六」「教育勅語雙六」「教育必要幻燈振分雙六」「單語の圖壽古呂久」 

「子供遊善惡振分壽語六」「子寶遊壽双六」「四季の安曾比幼稚壽語録」 

「新版まり宇多壽語六」「狐挙壽語録」「小學教育運動双六」「開化出世壽語呂久」 

「昔風俗年中雙六」「新版ヲッペケペー雙六」「東海道滑稽五拾三次雙六」「滑稽歷史双六」  

「歴史双六」「仏法双六」「江都名物吾妻錦絵東海道細見雙六」 

★   は展示資料 



 

“絵すごろく”をもっと知りたい方のために 

*消防双六 (3177/121)*  

名古屋市東山消防組により、昭和10年に作成された防火啓蒙双六。 

展示品は、縮小したコピー品。実物はおよそ63×94.3センチの大判。 

*ばばばあちゃんのぼうけんすごろく* 

個人所蔵品の参考展示。さとうわきこ/さく、福音館書店、2000年発行。 

絵すごろくをくわしく知りたいなら 

「すごろくⅠ･Ⅱ ものと人間の文化史79」 増川宏一/著 法政大学出版局 1995年  

「絵すごろく 生いたちと魅力」 山本正勝/著 芸艸堂 2004年 

「双六遊美」 山本正勝/著 芸艸堂 1988年 

       

        絵すごろくの絵をたのしみたいなら 

「幕末・明治の絵双六」 加藤康子・松村倫子/編著 国書刊行会 2002年 

「日本繪双六集成」 高橋順二/編著 柏書房 1980年 

       

        こんな本もあります 

「双六 伝統的な日本の遊び」 小西四郎・寿岳章子・村岸義雄/著 徳間書店 1974年 

   *ちょっと古いですが絵すごろくについて、コンパクトにまとまめられています。 

「双六」 吉田修・山本正勝/文 文渓堂 2004年 

*児童書ですので、簡単にわかりやすく説明されてます。作り方ものってます！ 

「道中双六」 豊橋市二川本陣資料館/編集・発行 1998年 

*豊橋市二川宿本陣資料館開催の「道中双六展」の図録。道中双六だらけです。 
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